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「
東
エ
ル
サ
レ
ム
」 

と
い
う
街

多
様
な
文
化
・
宗
教
・
民
族
が
交
錯
す

る
街
、
エ
ル
サ
レ
ム
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
こ
こ
に

事
務
所
を
開
い
て
２９
年
、
東
エ
ル
サ
レ
ム

（
注
１
）
の
活
動
開
始
か
ら
１３
年
経
っ
た
。

残
念
な
が
ら
こ
の
間
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
が

抱
え
る
問
題
は
さ
ら
に
悪
化
・
複
雑
化
し
、

根
本
解
決
に
至
る
兆
し
は
見
ら
れ
な
い
。

５
月
の
ガ
ザ
空
爆
も
、
結
局
は
イ
ス
ラ

エ
ル
に
よ
る
エ
ル
サ
レ
ム
占
領
問
題
に
行

き
つ
く
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
な
い
が
、
聖

都
・
エ
ル
サ
レ
ム
を
め
ぐ
る
領
土
問
題
は

東
エ
ル
サ
レ
ム
に
住
む
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の

人
権
や
日
常
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
東
エ
ル
サ
レ
ム
の

活
動
を
紹
介
す
る
前
に
、
同
地
に
お
け
る

パ
レ
ス
チ
ナ
人
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て

話
し
た
い
。

問
題
①  

さ
ま
ざ
ま
な
権
利
の
制
約

東
エ
ル
サ
レ
ム
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
は
、

イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
発
行
の
身
分
証
明
書

（
エ
ル
サ
レ
ム
Ｉ
Ｄ
）
を
所
持
し
て
い
る
。

こ
の
Ｉ
Ｄ
で
付
与
さ
れ
る
の
は「
居
住
権
」

で
あ
り
、
住
ん
で
い
な
い
と
わ
か
る
と
Ｉ

Ｄ
が
剥
奪
さ
れ
る
。
税
金
の
支
払
義
務
が

あ
り
健
康
保
険
も
適
用
さ
れ
る
が
、
選
挙

権
は
市
議
会
選
挙
の
み
で
国
政
選
挙
の
投

票
お
よ
び
立
候
補
は
で
き
な
い
。
ま
た
、

家
の
修
繕
や
増
築
は
許
可
制
だ
が
、
ほ
ぼ

許
可
が
お
り
な
い
。
イ
ス
ラ
エ
ル
市
民
権

取
得
の
道
も
開
か
れ
て
は
い
る
が
、
申
請

は
心
情
的
に
複
雑
で
あ
り
、
申
請
し
て
も

承
認
さ
れ
な
い
場
合
も
多
い
。

問
題
②  

イ
ス
ラ
エ
ル
当
局
に
よ
る
家
屋 

収
奪・強
制
立
ち
退
き
の
恐
怖

１
９
６
７
年
以
降
、
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府

は
東
エ
ル
サ
レ
ム
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
居
住

区
に
ユ
ダ
ヤ
人
「
入
植
地
」
の
建
設
を
進

［特  集］東 エ ル サレム 事 業

東エルサレムにおける女性の
生計向上とエンパワメント事業

東エルサレムでのパレスチナ人の生活は厳しい。ユダヤ人入植による

強制立ち退きに怯え、教育施設の不足は成人後の貧困に直結する。一

方、パレスチナ人社会にも女性の外出や就労を許さない。だが女性が

事務局長を務めるＮＧＯは、男性住民の反発を受けながらも、地域の女

性への職業訓練などを展開。女性が徐々に自身の権利を認識し、自信

をもち始めた活動を報告する。

◎注1…東エルサレム。第1次中東戦争の結果エルサレムの南北に引かれた停戦ラインの東側を指し、主にパレスチナ人が住む。なお、イスラエルは第3次中東戦争以降、東エル
サレムも自国領土としているがこの併合は国際法違反であり、国際的に認められていない。  注2…格差は、生活基盤である水道・電気などの各種インフラ、教育、交通機関、公園
などの公共スペースの数や質など多岐に及ぶ。Association for Civil Rights in Israel (ACRI) “East Jerusalem: Facts and Figures 2021” https://01368b10-
57e4-4138-acc3-01373134d221.usrfiles.com/ugd/01368b_38b8a5ddcca54bdabee6d68f0cf17ba9.pdf（最終閲覧日2021年6月6日）

パ
レ
ス
チ
ナ（
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
）

東エルサレム

西エルサレム
ラマッラー

エルサレム

テルアビブ

ガザ

イスラエル

イ
ス
ラ
エ
ル

地中海 ヨルダン川西岸

50km

5km

N

パレスチナの位置 東西エルサレムと境界線

グリーンライン（停戦ライン）
イスラエルの実効支配線

ヨルダン川西岸とガザ

パレスチナ事業 現地代表
木村  万里子
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め
る
。
そ
の
代
表
が
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
事
務
所
の

あ
る
シ
ェ
イ
ク
・
ジ
ャ
ラ
地
区
と
支
援
活

動
地
・
シ
ル
ワ
ン
地
区
で
あ
る
。

前
者
で
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
（
１１
世
帯

５９
人
）
が
イ
ス
ラ
エ
ル
入
植
推
進
団
体
か

ら「
不
法
居
住
」で
訴
え
ら
れ
裁
判
で
争
っ

て
い
る
が
、
立
ち
退
き
期
限
が
迫
っ
て
い

る
。
後
者
で
も
入
植
推
進
団
体
が
「
イ
ス

ラ
エ
ル
建
国
以
前
か
ら
ユ
ダ
ヤ
人
が
住
ん

で
い
た
」
と
し
て
数
百
人
の
パ
レ
ス
チ
ナ

人
住
民
に
立
ち
退
き
を
迫
り
、
既
に
一
部

ユ
ダ
ヤ
人
が
居
住
す
る
。
上
記
両
地
区
に

住
む
パ
レ
ス
チ
ナ
人
は
、
こ
の
よ
う
に
強

制
立
ち
退
き
の
恐
怖
に
怯
え
て
い
る
。

問
題
③ 

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
不
足
と 

そ
れ
に
伴
う
生
活
の
困
難

行
政
サ
ー
ビ
ス
は
イ
ス
ラ
エ
ル
が
担
う

が
、
東
西
エ
ル
サ
レ
ム
の
税
金
は
同
額
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
双
方
の
公
共
施
設
や

サ
ー
ビ
ス
に
は
格
差
が
あ
る
（
注
２
）。

学
校
・
教
室
数
の
不
足
に
よ
る
学
習
機
会

の
喪
失
、
コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

へ
の
対
応
が
困
難
な
家
庭
の
子
ど
も
は
さ

ら
に
学
力
が
低
下
す
る
。
学
歴
格
差
は
就

職
に
も
影
響
を
与
え
る
。
公
助
に
頼
れ
ず

家
庭
や
地
域
の
問
題
は
自
ら
解
決
す
る
し

か
な
い
が
、
高
い
貧
困
率
（
注
３
）、
失

業
率
（
注
４
）、
不
就
学
率
（
注
５
）
を

抱
え
る
東
エ
ル
サ
レ
ム
で
は
各
自
が
そ
の

日
を
過
ご
す
こ
と
で
精
い
っ
ぱ
い
で
あ

る
。さ

ら
な
る
制
約
の
も
と
で 

暮
ら
す
女
性
た
ち

困
難
な
中
で
大
き
な
負
荷
を
負
う
の

は
、
脆
弱
層
と
言
わ
れ
る
子
ど
も
・
女
性
・

障
が
い
者
な
ど
で
あ
る
。

男
性
が
家
長
と
し
て
家
族
の
統
率
権
を

握
る
パ
レ
ス
チ
ナ
で
は
、
家
長
と
し
て
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
男
性
に
の
し
か
か
る
。

さ
ら
に
占
領
下
の
ス
ト
レ
ス
が
加
わ
り
、

そ
の
は
け
口
と
し
て
男
性
は
女
性
や
子
ど

も
に
暴
力
を
ふ
る
う
こ
と
が
あ
る
。　

ま
た
、
保
守
的
な
部
族
社
会
で
あ
る
シ

ル
ワ
ン
地
区
で
は
、
女
性
は
働
く
こ
と
は

お
ろ
か
、
男
性
家
族
の
同
伴
や
許
可
な
し

に
外
出
さ
え
難
し
く
、
自
由
に
使
え
る
お

金
も
な
く
、
希
望
を
言
う
こ
と
さ
え
許
さ

れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。

こ
の
状
況
下
で
女
性
た
ち
は
自
身
の
権

利
を
認
識
す
る
こ
と
な
く
現
状
を
受
け
入

れ
、
こ
の
よ
う
な
環
境
で
育
っ
た
子
ど
も

た
ち
も
男
性
優
位
を
当
た
り
前
と
思
う
よ

女性としてのアイデンティティや社会を変えるために必要な
ジェンダーの視点について、講義を受ける研修参加者たち

◎注3…貧困率：東エルサレムに住むパレスチナ人の75％が貧困ライン以下で生活する（ユダヤ人は同22％）。  ◎注4…失業率：東エルサレムに住
む79％のパレスチナ人男性と23％の女性は仕事をしていたが、うち約3分の1が2020年に失業。新規求職者の半分以上が18～25歳の若者である。  
◎注5…不就学率：東エルサレムに住む3～18歳のうち、30％の子どもはいかなる公共の教育施設にも登録されていない（昨年は14％）。注3～5
のいずれの数字も以下より抽出。Association for Civil Rights in Israel (ACRI) “East Jerusalem: Facts and Figures 2021”
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う
に
な
る
。

子
ど
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す 

た
め
、女
性
の
潜
在
的
な 

可
能
性
を
引
き
出
す

「
昔
は
女
性
自
身
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
市

民
運
動
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
な
ど
積
極
的
に
参

加
し
て
い
た
。
第
１
次
イ
ン
テ
ィ
フ
ァ
ー

ダ
（
注
６
）
後
に
各
地
で
女
性
た
ち
の
活

動
が
縮
小
し
、
男
性
が
女
性
を
支
配
す
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
残
念
で
な
ら
な

か
っ
た
」

そ
の
よ
う
な
思
い
を
抱
く
ア
ビ
ー
ル

さ
ん
は
、
現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
団
体
（Al 

Thouri Silw
an W

om
en's C

enter:

以

下
、
Ａ
Ｗ
Ｃ
）
の
事
務
局
長
で
あ
る
が
、

結
婚
後
移
り
住
ん
だ
シ
ル
ワ
ン
地
区
に

２
０
０
７
年
、
地
域
の
女
性
と
子
ど
も
た

ち
を
支
援
す
る
団
体
を
仲
間
と
立
ち
上
げ

た
。
設
立
当
初
は
地
域
男
性
か
ら
の
反
発

も
大
き
く
、
資
金
不
足
も
あ
り
苦
し
い
時

期
が
続
い
た
。

貧
困
家
庭
へ
の
物
資
支
援
か
ら
始
め
、

少
し
ず
つ
活
動
の
意
義
と
存
在
が
ま
わ
り

に
伝
わ
り
始
め
る
と
、
徐
々
に
活
動
を
広

げ
て
い
っ
た
。
今
で
は
エ
ル
サ
レ
ム
で
数

少
な
い
地
域
女
性
を
直
接
支
援
す
る
団
体

と
し
て
認
知
度
も
高
ま
り
、
イ
ベ
ン
ト
時

に
手
伝
う
男
性
も
現
れ
る
な
ど
地
域
に
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
、
ア
ビ
ー
ル
さ
ん
は
「
ま
だ
ま

だ
こ
れ
か
ら
」
と
言
う
。

「
設
立
か
ら
１４
年
、
私
た
ち
の
存
在
や
活

動
を
快
く
思
わ
な
い
男
性
は
地
域
に
ま
だ

い
る
。
こ
こ
で
は
『
強
い
女
性
』
は
望
ま

れ
て
い
な
い
。
相
変
わ
ら
ず
資
金
調
達
も

困
難
だ
が
、
Ａ
Ｗ
Ｃ
の
理
念
に
共
感
し
て

働
く
ス
タ
ッ
フ
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
。
引

き
続
き
、
チ
ー
ム
で
女
性
た
ち
の
状
況
を

改
善
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

き
た
い
」

誰
も
が 

「
自
身
の
人
生
の
主
役
」
に 

な
る
社
会
を
目
指
し
て

Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
Ａ
Ｗ
Ｃ
と
共
に
、
２
月
か
ら

シ
ル
ワ
ン
地
区
の
女
性
た
ち
に
対
し
職
業

訓
練
や
人
権
な
ど
の
研
修
を
開
始
し
た
。

研
修
を
通
じ
て
女
性
た
ち
が
自
身
の
権

利
を
認
識
し
、
小
さ
な
商
売
を
で
き
る
知

識
や
技
術
を
身
に
着
け
る
。
収
入
を
得
る

こ
と
は
家
計
を
助
け
る
だ
け
で
な
く
、
女

性
が
自
信
を
持
ち
、
そ
の
姿
を
見
た
男
性

や
子
ど
も
が
女
性
の
も
つ
潜
在
的
な
可
能

性
を
認
識
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
男
性
や
青
少
年
を

対
象
と
し
た
基
本
的
人
権
に
関
す
る
研
修

や
女
性
た
ち
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
他
地
域

へ
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
も
予
定
し
て
い

る
。「

学
び
た
い
！
」
意
欲
に 

あ
ふ
れ
る
女
性
た
ち

ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
論
理
的
・
批
判
的
思
考

な
ど
の
研
修
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
た
が
、

女
性
た
ち
が
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
、
積
極

的
に
参
加
し
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ

た
。
ア
ラ
ビ
ア
語
の
分
か
ら
な
い
私
か
ら

見
れ
ば
、
言
い
争
い
か
と
思
う
く
ら
い
議

論
が
白
熱
す
る
こ
と
も
あ
る
。
傍
ら
で
通

訳
し
て
く
れ
た
Ａ
Ｗ
Ｃ
ス
タ
ッ
フ
に
よ
れ

ば
、「
娘
が
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区
の
男

性
と
結
婚
し
た
い
と
言
っ
た
ら
ど
う
す
る

か
」（
注
７
）
な
ど
身
近
で
切
実
な
話
題

で
あ
る
ほ
ど
、
参
加
者
が
こ
ぞ
っ
て
意
見

を
述
べ
て
い
る
と
い
う
。

初
め
て
研
修
に
参
加
し
た
と
い
う
イ
ス

ラ
ム
さ
ん
は
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間

だ
っ
た
と
話
し
た
後
、「
１６
歳
で
結
婚
、

４
人
の
子
育
て
で
忙
し
か
っ
た
。
そ
れ
が

ひ
と
段
落
し
た
の
で
、
２
年
前
に
高
校
を

卒
業
。
子
ど
も
が
大
学
を
卒
業
し
た
ら
、

自
分
も
大
学
に
行
き
た
い
。
教
育
に
つ
い

て
学
び
、
関
連
し
た
仕
事
に
つ
き
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
た
。

６
月
か
ら
は
職
業
訓
練
も
本
格
的
に
始

ま
り
、
洋
裁
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
、

メ
ー
ク
ア
ッ
プ
、
お
菓
子
・
パ
ン
づ
く
り
、

石
鹸
づ
く
り
、
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
の
５

コ
ー
ス
で
合
計
５０
人
の
女
性
た
ち
が
技
術

習
得
に
励
む
。
家
事
や
子
育
て
と
の
両
立

は
大
変
だ
と
思
う
が
、
受
講
し
た
女
性
た

ち
が
自
信
を
つ
け
て
行
動
を
起
こ
す
姿
を

想
像
し
、
今
か
ら
楽
し
み
で
あ
る
。

事務所のあるシェイク・ジャラ地区にて、検問所にいるイス
ラエル警察に対し、強制立ち退き反対の抗議デモを行う
住民たち

ジェンダー研修で、「子育ての際に、息子と娘に対して異な
る対応をしたことがあるか」などグループに分かれて意見
交換をする参加者たち

◎注6…オスロ合意が締結された1987～1993年ころに発生した、パレスチナ人による投石などによるイスラエル占領に対する抵抗運動。
◎注7…ヨルダン川西岸地区の人びとは東西エルサレムでの居住は認められていない。そのため、多くの場合は女性側がエルサレムIDを
捨てて同地区に住むことになり、以降東エルサレムの家族と会うのは困難になる

［特  集］東エルサレム事業



事務所は10～18時で開い
ているのですが、スタッフは各
自で時差出勤。2020年以
降は新型コロナウイルス感染
対策で、事務所が閉まる日
もありました…。

お弁当派と外食派に分かれ
ます。最近は飲食店の応援
のため外食派が多い様子。
近所には韓国・タイ・中華・
パキスタンカレーやカフェなど、
沢山のお店あり。

［いいところ］
●アクセスがいい。  
●木の床が好評。肌触りが
よく、素足で歩くと気持ちいい。 
●Tシャツやビーチサンダルで
出勤しても誰も怒らない。

［大変なところ］ 
●6Fなので、
エレベーターが止まると大変。

JVCチェッカーズ

vol.07
東京編

各国を巡ってきたこの企画もラスト2回。
今回は、秋葉原に位置する東京事務所です。
8月下旬に引越しを予定しており、
秋号では新事務所の間取りをご紹介します。
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異
な
る
背
景
を
も
つ 

子
ど
も
た
ち
へ
の 

「
平
和
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

イ
ラ
ク
の
キ
ル
ク
ー
ク
市
に
は
ア
ラ

ブ
、ク
ル
ド
ほ
か
多
様
な
民
族
が
暮
ら
し
、

過
去
の
政
策
や
石
油
資
源
の
利
権
を
め
ぐ

る
争
い
な
ど
か
ら
、
民
族
間
の
対
立
感
情

が
厳
し
い
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
、
２
０
０
９
年
、
そ
の
キ
ル

ク
ー
ク
市
で
、
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ａ

Ｎ
（
イ
ン
サ
ー
ン
）
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
、
現
地
の
子
ど
も
た
ち
が
民
族
や
宗
教

の
壁
を
越
え
て
交
流
し
つ
つ
平
和
共
存

を
学
ぶ
「
子
ど
も
た
ち
の
平
和
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
を
軸
に
、
地
域
社
会
の
和
解

を
支
援
す
る
活
動
を
始
め
た
。

目
的
は
、
異
な
る
背
景
を
持
つ
子
ど
も

た
ち
が
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
地
域

社
会
の
和
解
の
一
助
と
な
る
こ
と
だ
。
ま

た
、保
護
者
や
地
域
社
会
に
も
働
き
か
け
、

活
動
が
地
域
全
体
の
も
の
と
な
る
こ
と
も

目
指
し
た
（
本
誌
３
０
０
号
参
照
）。
し

か
し
想
定
通
り
に
進
ま
ず
、
１３
年
度
に
活

動
を
一
時
停
止
し
た
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
ス
タ
ッ
フ
ら
が
イ
ラ
ク
を
訪
問

し
て
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｎ
ス
タ
ッ
フ
ら
と
議
論

し
、
現
地
状
況
の
厳
し
さ
、
活
動
に
か
け

る
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｎ
の
熱
意
、
支
援
の
必
要
性

を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
翌
年

度
か
ら
の
活
動
再
開
を
決
め
た
。

と
こ
ろ
が
、
１４
年
に
入
り
過
激
派
組
織

Ｉ
Ｓ
が
台
頭
し
、
現
地
情
勢
が
急
速
に
悪

化
。
イ
ラ
ク
の
人
口
約
３
５
０
０
万
人
の

う
ち
約
６
０
０
万
人
が
住
ま
い
を
追
わ
れ

た
た
め
、
計
画
を
変
更
し
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｎ
を

通
じ
て
緊
急
支
援
を
実
施
。
キ
ル
ク
ー
ク

の
約
３
５
０
世
帯
に
計
４
万
ド
ル
規
模
で

食
料
や
生
活
物
資
を
配
布
し
た
。

「
ピ
ー
ス
ヤ
ー
ド
」
の
開
始

そ
の
緊
急
支
援
の
一
方
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
と

Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｎ
は
、「
子
ど
も
平
和
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
に
避
難
民
の
子
ど
も
も
翌
１５

年
か
ら
受
け
入
れ
よ
う
と
決
め
た
。
そ
う

お絵描きや工作をしながら平和のイメージを広げる。互いに言葉が
通じなくてもやりやすい活動でもある（写真は2018年7月）

［特  集］イラク事業終了

元イラク事業補佐
中野  恵美

ピースヤード（平和のひろば）
の活動をふりかえる

JVCは、2009年、イラクのキルクーク市で現地 NGOを
パートナーに、背景の異なる子どもたちが平和共存を学ぶ「子
どもたちの平和ワークショップ」を、15年からは避難民の子
どもたちへの心のケアを加えた「ピースヤード」を実施。約
730人の子どもが参加した。これらの活動は、JVCの事業
再編の議論を経て20年度で終了した。終了までの経緯を
報告する。
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し
て
開
始
し
た
の
が
、
心
の
ケ
ア
を
加
え

た
「
ピ
ー
ス
ヤ
ー
ド
（
平
和
の
ひ
ろ
ば
）」

だ
。対

象
と
な
る
の
は
、
８
～
１２
歳
の
避
難

民
・
地
元
住
民
の
子
ど
も
約
５０
名
。
民
族

的
・
宗
教
的
な
背
景
や
性
別
を
考
慮
し

て
受
け
入
れ
た
。
平

和
共
存
が
テ
ー
マ
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

軸
に
、
３
週
間
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
週
３
回

ペ
ー
ス
）
を
２
回
実

施
。
心
理
学
者
ら
が

参
加
者
の
心
の
ケ
ア

に
も
あ
た
っ
た
。
紛

争
に
よ
る
緊
張
感
の

中
、
子
ど
も
た
ち
の

た
め
の
「
居
場
所
づ

く
り
」
の
意
義
は
大

き
か
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
１５
年

は
、
イ
ラ
ク
事
業
と

し
て
初
の
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

取
り
組
み
、
約
６４
万

円
の
寄
付
を
い
た
だ

い
た
。

以
後
２０
年
度
ま
で
毎
年
６０
名
前
後
を
対

象
に
１５
回
前
後
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実

施
し
つ
つ
、
保
護
者
会
や
修
了
式
で
平
和

共
存
の
概
念
を
伝
え
た
。
修
了
式
に
は
保

護
者
、
地
域
住
民
、
学
校
や
自
治
体
関
係

者
、
報
道
関
係
者
な
ど
計
９０
人
が
参
加
し

た
。１８

年
度
、Ｊ
Ｖ
Ｃ
側
に
専
任
の
担
当（
非

常
勤
）
を
就
け
、
発
信
や
イ
ベ
ン
ト
実
施

な
ど
活
動
の
幅
が
広
が
っ
た
一
方
、
人
件

費
が
増
大
し
事
業
収
支
が
赤
字
と
な
っ

た
。
予
定
し
て
い
た
寄
付
が
入
ら
ず
、
国

内
の
助
成
金
や
海
外
の
フ
ァ
ン
ド
も
不
採

択
と
な
っ
た
。
ま
た
、
現
地
情
勢
が
厳
し

く
、
訪
問
し
て
活
動
状
況
を
直
接
確
認
で

き
な
い
状
態
が
続
い
た
。

１９
年
度
に
再
度
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
実
施
、
約
５
７
３
万
円
の
寄
付
を

い
た
だ
き
、
内
一
部
を
翌
年
度
の
事
業
実

施
分
と
し
た
。
一
方
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
内
で
の
議

論
を
経
て
２０
年
度
末
で
の
事
業
終
了
が
決

ま
っ
た
。

２０
年
度
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
イ
ラ
ク

で
の
外
出
規
制
が
続
き
、
ピ
ー
ス
ヤ
ー
ド

は
計
画
の
約
半
年
遅
れ
で
従
来
の
約
半
数

の
参
加
者
に
て
実
施
。
ま
た
、
事
業
終
了

に
あ
た
り
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｎ
と
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
そ
れ

ぞ
れ
に
報
告
書
を
作
成
し
た
。

直
面
し
た
課
題
、 

そ
し
て
成
果

こ
の
６
年
間
、常
に
課
題
と
直
面
し
た
。

「
平
和
共
存
へ
の
取
り
組
み
」「
心
の
ケ

ア
」と
い
う
変
化
が
見
え
に
く
い
活
動
で
、

そ
の
成
果
を
示
し
て
の
支
援
呼
び
か
け
が

難
し
く
、
資
金
的
に
厳
し
か
っ
た
。

現
地
の
治
安
状
況
が
厳
し
く
、
訪
問
が

難
し
い
状
況
が
続
い
た
。
訪
問
し
て
も
短

期
の
滞
在
に
な
り
、
現
地
で
の
変
化
や
成

果
を
詳
細
に
つ
か
め
ず
、
事
業
運
営
お
よ

び
支
援
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル
・
報
告
に
難
し

さ
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
受
け
、

一
時
は
活
動
自
体
が
で
き
な
い
状
況
に

な
っ
た
上
、
日
本
か
ら
の
渡
航
も
さ
ら
に

難
し
く
な
っ
た
。

だ
が
、
そ
う
い
う
な
か
で
も
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ

と
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｎ
の
活
動
に
は
一
定
の
成
果

が
見
ら
れ
た
の
は
事
実
だ
。

◎
Ｉ
Ｓ
の
影
響
下
で
の
緊
張
状
態
の
中
、

子
ど
も
た
ち
に「
居
場
所
」を
提
供
し
た
。

◎
社
会
状
況
か
ら
対
立
感
情
を
持
ち
が
ち

な
子
ど
も
た
ち
が
、
出
会
い
交
流
す
る
場

を
提
供
し
た
。

◎
現
地
の
教
育
や
社
会
で
軽
視
さ
れ
が
ち

な
「
人
権
」
や
「
平
和
共
存
」
の
概
念
を

伝
え
、
平
和
共
存
に
向
け
種
を
ま
い
た
。

◎
Ｉ
Ｓ
の
影
響
で
心
に
傷
を
受
け
た
子
ど

も
た
ち
に
ケ
ア
を
実
施
し
た
。

◎
参
加
者
や
ス
タ
ッ
フ
の
中
か
ら
、
平
和

や
人
権
問
題
に
取
り
組
む
人
が
複
数
出
て

い
る
。

◎
日
本
と
イ
ラ
ク
の
人
を
つ
な
ぎ
、
イ
ラ

ク
の
状
況
を
伝
え
、
考
え
る
き
っ
か
け
を

作
っ
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
に
、
６
年
間
で
約

４
０
０
人
の
子
ど
も
た
ち
と
、
約
６
０
０

人
の
保
護
者
・
地
域
住
民
・
地
元
有
力
者

ら
が
参
加
し
た
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
事
業
終
了
後

も
、
こ
の
人
々
が
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｎ
を
核
に
活

動
を
続
け
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

以
上
の
と
お
り
報
告
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
ご
支
援
い
た
だ
い
た
皆
さ

ま
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
た
ち
が
支
援
し
て
き
た
子
ど
も
た
ち

が
や
が
て
大
人
に
な
り
、
今
後
イ
ラ
ク
に

平
和
を
も
た
ら
す
一
助
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

イラク共和国
イラン

シリア

バグダード

キルクーク
モースル

クルド
自治区

バスラ
サウジアラビア
200km

N 「平和ってどんなこと？」とイメー
ジを出し合い共有しながら、自分
たちの「平和の木」を作った。紛
争下で、初めは「平和」をイメージ
できない子も多い（2020年）
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ク
ー
デ
タ
ー
発
生
前
か
ら 

続
け
て
き
た 

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
活
動

２
月
１
日
の
ビ
ル
マ
／
ミ
ャ
ン
マ
ー

で
の
ク
ー
デ
タ
ー
発
生
か
ら
６
カ
月
が

経
ち
ま
す
が
、
常
軌
を
逸
し
た
ミ
ャ
ン

マ
ー
国
軍
の
市
民
へ
の
暴
力
は
続
き
、
６

月
２３
日
時
点
で
８
７
７
名
が
殺
害
さ
れ
、

５
０
８
８
名
が
恣
意
的
に
拘
束
さ
れ
て
い

ま
す
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
ビ
ル
マ
／
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内

に
拠
点
を
置
き
ま
せ
ん
が
、
す
で
に
昨
年

よ
り
他
団
体
と
、
日
本
企
業
と
国
軍
の
つ

な
が
り
を
問
う
公
開
書
簡
を
出
し
、
状
況

の
改
善
を
求
め
企
業
と
面
談
す
る
な
ど
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
（
注
１
）。

こ
の
背
景
に
は
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
２
０
１
２

年
度
か
ら
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
活
動
を
実
施
し

て
き
た
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
に
お
け
る
日
本

の
Ｏ
Ｄ
Ａ
「
プ
ロ
サ
バ
ン
ナ
事
業
」
や
イ

ン
フ
ラ
・
資
源
開
発
が
一
体
と
な
っ
た
官

民
連
携
に
よ
る
「
ナ
カ
ラ
回
廊
開
発
」
で

見
ら
れ
る
問
題
（
注
２
）、
そ
し
て
、
ビ

ル
マ
／
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
起
き
て
い
る
こ
と

の
「
共
通
性
」
が
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
で
確
認
さ

れ
て
き
た
、
日
本
の
援
助
や
官
民
連
携
の

開
発
事
業
が
現
地
に
も
た
ら
す
被
害
と
そ

れ
を
取
り
巻
く
状
況
が
、
ビ
ル
マ
／
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
そ
れ
と
同
様
な
の
で
す
。
Ｊ
Ｖ

Ｃ
は
、
同
国
に
関
す
る
活
動
を
行
っ
て
き

た
団
体
と
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
協
働
し
て

き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

日
本
の
官
民
の
援
助
や 

ビ
ジ
ネ
ス
が
国
軍
を
支
え
る

そ
の
「
共
通
」
す
る
被
害
や
状
況
と
は
、

①
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
や
Ｊ
Ｂ

Ｉ
Ｃ
（
国
際
協
力
銀
行
）
が
、
事
業
に
税

金
や
公
的
資
金
を
投
じ
て
い
る
。

②
そ
の
中
で
、
事
業
に
よ
る
土
地
収
奪
や

住
民
の
強
制
移
転
、
環
境
破
壊
な
ど
の
被

害
が
生
じ
て
い
る
。

③
反
対
の
声
に
対
す
る
現
地
政
府
に
よ
る

弾
圧
な
ど
の
人
権
侵
害
。

④
日
本
政
府
の
無
対
応
。

⑤
結
果
と
し
て
、
現
地
政
府
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
悪
化
を
も
た
ら
し
た
、
な
ど
な
ど
。

こ
れ
ら
の
点
で
日
本
の
市
民
の
責
任
も

大
き
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

こ
う
し
た
経
緯
・
背
景
も
踏
ま
え
て
、

ク
ー
デ
タ
ー
勃
発
以
後
も
、
協
働
団
体
が

出
す
声
明
に
賛
同
す
る
、
イ
ベ
ン
ト
を
共

催
す
る
、
あ
る
い
は
日
本
政
府
や
企
業
と

の
協
議
の
場
に
と
も
に
参
加
す
る
な
ど
、

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
、
４
月
よ
り
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の

動
き
や
関
わ
り
、そ
し
て
、ビ
ル
マ
／
ミ
ャ

ン
マ
ー
で
生
じ
て
い
る
問
題
を
よ
り
多
く

の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
常
設
ペ
ー
ジ
を
設
け

ま
し
た
。（
注
３
）。

こ
の
間
、
日
本
の
官
民
の
援
助
・
ビ
ジ

ネ
ス
の
一
部
が
国
軍
の
資
金
源
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
、
ビ
ル
マ
／
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
国
連
か
ら
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
日
本
政
府
は
依
然
と
し
て
対
応
せ

ず
、
明
確
な
方
針
す
ら
示
し
て
い
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
多
く
の
方
に
ご
関
心
を
も
っ
て
い
た

だ
き
、
ビ
ル
マ
／
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
民
主
主

義
の
危
機
に
対
し
、
と
も
に
声
を
あ
げ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

［報  告］日 本 の 援 助 が 招く人 権 弾 圧

ビルマ／ミャンマーでの
クーデター裏には
日本の援助とビジネス
JVCは2012年から、モザンビークにおけるODA事業と官民
連携による「開発」事業へのアドボカシー活動を行っていた。
また、今年2月にビルマ／ミャンマーでクーデターが起きる以前
から、同国でも日本の援助とビジネスが被害をもたらす「共通
性」をとらえ、同国に係る団体と協働し、状況の改善を求め、
日本政府や日本企業と交渉を重ねてきた。日本の市民とも無
関係ではない問題。是非、多くの人に関心をもってもらいたい。

海外事業グループマネージャー兼
南アフリカ事業担当
渡辺  直子

◎注1…https://www.ngo-jvc.net/jp/projects/advocacy-statement/2020/07/20200713-myanmar.html
◎注2…https://www.ngo-jvc.net/jp/projects/advocacy/prosavana-jbm.html
◎注3…https://www.ngo-jvc.net/jp/projects/advocacy/burma-myanmar.html



アジアを中心に旅を続け、ビルマ／ミャン

マーとも長く関わられている三井さん。カレン

ダーにも現地の写真をたくさんご提供いただき

ました。子どもたちのまぶしい笑顔の写真で、

ぜひ現地の今に思いを馳せてください。

来年のカレンダーにビルマ／ミャンマーの写真が載ります

堀潤×渋谷ザニー「#SaveMyanmar」#1

https://ngo-jvc.info/TEcalendar

ジャーナリスト 堀 潤 さん
今年2021年のカレンダーにＪＶＣ活動現場の

写真を提供くださったジャーナリストの堀潤さん

も、ビルマ／ミャンマーについて、オンラインで

現地情勢の発信を続けられています。

５月４日に配信された以下のＹｏｕＴｕｂｅ番組で

は、動画や写真も紹介しつつ、現地の方々の声

も交えながら現地の状況や思いを見ることがで

きます。ぜひご覧ください。

ミャンマークーデター 3ヶ月 
私たちがするべき事を知る夜
ゲストにミャンマー人の皆さんを迎えて

https://youtu.be/nnYVE96A4kQ

発売開始！

ＪＶＣ国際協力
カレンダー

「JVC国際協力カレンダー」は
ウェブサイトから
ご注文いただけます。

２０２２
9/1

ビルマ/ミャンマーについて、
堀潤さんがYouTubeで発信しています

2021年JVC国際協力カレンダー撮影

写真家 三井 昌志 さん
2022年JVC国際協力カレンダー撮影

8月下旬よりオープン（予定）

Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
ビ
ル
マ
／
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
つ
い
て
も
深
く
関
わ
り
始
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
実
は
、今
年
と
来
年
の〝
Ｊ
Ｖ
Ｃ
国
際
協
力
カ
レ
ン
ダ
ー
〞
の

カ
メ
ラ
マ
ン
の
お
二
人
も
、こ
の
国
と
の
浅
か
ら
ぬ
つ
な
が
り
を
お
持
ち
で
す
。
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総
会
の
冒
頭
で
は
、
代
表
理
事
の
今
井
高
樹
か
ら
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
感

染
拡
大
と
い
う
新
た
な
問
題
が
、
格
差
の
拡
大
な
ど
従
来
か

ら
存
在
す
る
問
題
を
よ
り
顕
在
化
さ
せ
て
お
り
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の

活
動
が
よ
り
一
層
重
要
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
訴
え
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
こ
数
年
事
務
局
で
議
論
を
重
ね
て
き
た
活
動

の
全
体
的
な
見
直
し
に
関
し
て
、
そ
の
成
果
と
し
て
ビ
ジ
ョ

ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
そ
し
て
中
期
目
標
を
今
回
の
総
会
の
議
案

と
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

次
に
、
第
１
号
議
案
に
つ
い
て
、
最
初
に
今
井
か
ら

「
２
０
２
３
年
」
を
見
据
え
た
事
業
再
編
の
議
論
を
続
け
て

き
た
こ
と
、
関
連
し
て
昨
年
度
で
終
了
し
た
事
業
に
関
し
て

報
告
し
ま
し
た
。
続
い
て
海
外
事
業
に
関
し
て
宮
西
か
ら
、

広
報
や
収
益
事
業
、
調
査
研
究
に
関
し
て
並
木
か
ら
報
告
。

そ
の
後
、
経
理
担
当
の
中
原
か
ら
２
０
２
０
年
度
決
算
報
告

が
あ
り
、
最
後
に
田
中
監
事
お
よ
び
矢
崎
監
事
か
ら
監
査
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
質
疑
応
答
の
詳
細
は
別
欄
に
譲
り
ま
す

が
、
終
了
し
た
事
業
に
関
し
て
、
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

財
政
面
へ
の
質
問
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
第
２
号
議
案
に
つ
い
て
、
事
務
局
長
の
伊
藤
か

ら
、今
後
新
し
い
中
期
目
標
を
も
と
に
事
業
運
営
を
見
直
し
、

収
支
バ
ラ
ン
ス
を
改
善
し
て
い
く
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
関
連
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら

東
京
事
務
所
の
移
転
・
規
模
縮
小
で
費
用
削
減
す
る
こ
と
、

し
か
し
終
了
・
縮
小
す
る
だ
け
で
な
く
、
海
外
で
の
新
た
な

事
業
形
成
も
予
定
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
渡
辺
、
並
木
か
ら
各
事
業
の
説
明
が
あ
り
、
中
原
が
予

算
案
を
説
明
し
ま
し
た
。

休
憩
を
は
さ
ん
で
の
第
３
号
議
案
で
は
、
今
井
か
ら
、
活

動
全
体
の
議
論
を
重
ね
て
き
た
な
か
で
、
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
組
み
換
え
の
必
要
性
が
出
て
き
た

こ
と
、
従
来
の
行
動
基
準
を
「
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
／
行
動
規
範
」
と
し
て
国
際
的
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
も
意

識
し
た
内
容
に
し
た
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。
続
い
て
伊
藤

か
ら
は
、
新
し
い
中
期
目
標
に
関
し
て
、
策
定
に
は
理
事
も

関
与
し
た
こ
と
、
事
業
面
だ
け
で
な
く
経
営
面
に
も
言
及
し

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
は
５
年
後
の
姿
を
目
指
し
て
活
動
し
て

い
く
意
識
を
持
つ
重
要
性
を
提
示
し
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
今
年
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
＝
総
会
へ
の
『
出
席
』」
と

し
て
扱
え
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
当
日
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
質
疑
も
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
特
に

３
号
議
案
の
中
期
目
標
に
関
し
て
は
書
面
の
分
量
も
多
く
、

「（
内
容
を
理
解
す
る
た
め
の
時
間
が
少
な
く
）
消
化
不
良

だ
っ
た
」
と
の
声
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
声
も
踏

ま
え
て
、
来
年
度
に
向
け
て
運
営
面
で
の
さ
ら
な
る
改
善
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
１
号
議
案
質
疑
応
答

【
質
問
①
】カ
ン
ボ
ジ
ア
、
イ
ラ
ク
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
で

の
活
動
に一区
切
り
つ
け
る
点
で
転
機
だ
。
こ
れ
ま
で
の
Ｊ
Ｖ

Ｃ
の
活
動
を
エ
ビ
デ
ン
ス
と
し
て
数
字
で
残
し
て
ほ
し
い
。

【
回
答
】
終
了
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
評
価
や
振
り
返
り
を
行

い
、
理
事
会
に
も
報
告
を
し
て
き
た
。
今
後
の
公
開
も
検
討

す
る
。

【
質
問
②
】
計
画
の
中
に「
イ
エ
メ
ン
」と
い
う
具
体
的
な
国
名

が
出
て
い
る
が
、ど
の
よ
う
な
計
画
が
あ
る
の
か
。

【
回
答
】同
国
の
状
況
は
、日
本
と
も
無
関
係
で
は
な
い
と
い

う
認
識
。
ま
ず
調
査
か
ら
始
め
た
い
。

【
質
問
③
】
終
了
す
る
４
事
業
に
関
し
て
、
裨
益
者
側
か
ら
の

評
価
を
聞
き
た
い
。

【
回
答
】
現
地
の
方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

「
菜
園
活
動
で
成
果
を
感
じ
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
い
な
く
な
っ
て
も
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
い
う
声
や
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で

は
「
自
分
で
文
字
が
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
生
活
が
変

わ
っ
て
き
た
」と
い
う
声
を
聞
い
て
い
る
。

【
質
問
④
】
財
務
に
関
し
て
。
も
と
も
と
マ
イ
ナ
ス
予
算
を
組

ん
で
い
て
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
る
と
は
思
う
が
、
赤
字
の
体

制
で
も
い
い
と
い
う
姿
勢
か
。

【
回
答
】
深
刻
に
捉
え
て
い
る
。
遺
贈
寄
付
を
含
む一般
の
寄

付
金
を
拡
大
し
て
財
政
を
立
て
直
し
た
い
。

【
質
問
⑤
】
事
業
の
撤
退
に
関
し
て
、
現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の

議
論
の
内
容
は
。
ま
た
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
パ
ー
ト
ナ
ー
団

体
へ
継
続
す
る
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
支
援
内
容

は
。 

【
回
答
】主
に
は「
組
織
運
営
の
予
想
以
上
の
困
難
さ
」と
聞
い

て
い
る
。
支
援
内
容
は
、
資
金
調
達
に
お
け
る
申
請
書
の
作

成
方
法
な
ど
を
想
定
。

【
質
問
⑥
】コ
ロ
ナ
の
影
響
に
つ
い
て
。

【
回
答
】
収
入
面
で
は
カ
レ
ン
ダ
ー
の
名
入
れ
受
注
減
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
相
談
員
の
収
入
減
、
他
団
体
の
家
賃
収
入
減
な
ど
。
現
地

で
は
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
よ
る
活
動
へ
の
影
響
が
あ
っ
た
。

第
２
号
議
案
質
疑
応
答

【
質
問
①
】
ガ
ザ
へ
の
攻
撃
を
止
め
る
国
際
的
な
手
立
て
と
、

日
本
政
府
へ
の
働
き
か
け
に
つ
い
て
。

【
回
答
】
国
連
に
お
け
る
議
論
も
あ
っ
た
が
、
効
果
的
な
決
議

今年もオンラインでの開催となったが、オンライン参加者も「出席」として扱えるよう
になった

２
０
２
１
年
６
月
１２
日
、
第
２２
回
Ｊ
Ｖ
Ｃ
会
員
総
会
を
東
京
事
務
所
で
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
同
様
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
が
メ
イ
ン
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
総
会
へ
の「
出
席
」
と
し
て
扱
い
、当
日
は
４２
人
の
正
会
員
が
東
京
事
務
所
＋

オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
（
う
ち
議
決
権
当
日
行
使
の
会
員
が
２３
人
）。
事
前
提
出
の
１
６
０
枚
の
委
任
状
、

６６
枚
の
議
決
権
行
使
書
と
合
わ
せ
て
２
４
９
人
の
参
加
と
な
り
、
定
足
数（
現
正
会
員
数
の
１
／
３
で
あ
る

１
５
６
人
）
を
満
た
し
ま
し
た
。
３
つ
の
議
案
の
説
明
と
討
議
が
行
わ
れ
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◎
第
１
号
議
案
…
２
０
２
０
年
度
活
動
報
告
／
決
算
・
監
査
報
告
と
討
議

◎
第
２
号
議
案
…
２
０
２
１
年
度
活
動
計
画（
案
）／
予
算（
案
）提
案
と
討
議

◎
第
３
号
議
案
…
ビ
ジ
ョ
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
ら
び
に
中
期
目
標

Ｊ
Ｖ
Ｃ
会
員
総
会
報
告

第
22
回

事
務
局
次
長　

細
野 
純
也
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に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
日
本
政
府
に
対
し
て
は
、
他

団
体
と
共
同
で
声
明
を
数
回
発
出
し
て
い
る
。

【
質
問
②
】
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
具
体
的
計
画
（
地
域

な
ど
）が
あ
れ
ば
。

【
回
答
】
Ｊ
Ｖ
Ｃ
全
体
を
応
援
し
て
も
ら
う
形
に
し
た
い
。
秋

ご
ろ
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、決
ま
り
次
第
、広
報
し
た
い
。

【
質
問
③
】
ラ
オ
ス
事
業
で「
事
業
を
現
地
行
政
に
引
き
継
ぐ
」

と
あ
っ
た
が
、何
を
も
っ
て
担
保
す
る
の
か
？ 

【
回
答
】
ラ
オ
ス
で
は
も
と
も
と
地
元
行
政
と
協
力
し
な
い
と

活
動
で
き
な
い
体
制
と
な
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
自
体
が

行
政
の
取
り
組
み
の一環
で
も
あ
る
。

【
質
問
④
】
寄
付
金
が
２
０
１
３
年
こ
ろ
と
比
べ
る
と
減
っ
て
い

る
が
、
原
因
は
。
会
費
収
入
も
減
少
傾
向
だ
が
。
複
数
の
国

で
事
業
を
展
開
し
て
い
る
の
は
、
本
来
は
強
み
で
も
あ
る
と
考

え
る
。

【
回
答
】２
０
１
４
年
に
は
大
口
の
寄
付
金
が
あ
っ
た
の
で
翌
年

は
減
少
し
た
が
、
そ
れ
を
除
け
ば
寄
付
金
は
全
体
的
に
維
持

し
て
い
る
。
助
成
金
は
減
っ
て
い
る
。
会
費
減
は
、
よ
り
マ
ン

ス
リ
ー
募
金
に
注
力
す
る
と
い
う
方
針
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

個
人
と
法
人
に
つ
い
て
は
分
析
で
き
て
い
な
い
。
今
回
、
中
期

目
標
や
事
業
の
整
理
を
し
た
の
で
、
根
底
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
捉

え
や
す
く
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
拡
散
に
ご
協
力
い
た
だ
き

た
い
。

第
３
号
議
案
質
疑
応
答

【
質
問
①
】Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
へ
の
記
述
が
あ
る
が
、
概
念
図
の
中
に
は

描
か
れ
て
い
な
い
。
団
体
と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
へ
の
ス
タ
ン
ス
は
。 

【
回
答
】
事
務
局
の
中
で
も
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
る
。
各
項

目
の
全
て
が
い
い
わ
け
で
は
な
い
し
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
全
体
が「
経
済

成
長
」を
前
提
に
策
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
広

報
の
際
に
「
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
こ
の
活
動
は
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
こ
の
ゴ
ー
ル
に

当
て
は
ま
る
」と
見
せ
て
い
く
と
い
う
意
味
で
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
記

述
を
入
れ
て
い
る
。

【
質
問
① ‐ 
２
】Ｊ
Ｖ
Ｃ
と
し
て
は
、
経
済
成
長
で
は
な
く
脱
開

発
・
脱
経
済
成
長
を
目
指
す
の
か
。

【
回
答
】経
済
成
長
に
つ
い
て
は
、ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
に
あ
る「
グ

ロ
ー
バ
ル
化
」
に
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
で
、
そ
れ
が
及

ぼ
す
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
に
つ
い
て
問
題
視
し
て
い
る
。
た
だ
し

成
長
と
脱
成
長
の
ど
ち
ら
を
採
用
す
る
か
を
特
に
議
論
し
て

決
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

【
質
問
②
】
２
０
２
３
年
の
新
規
事
業
の
開
始
、
事
業
国
の
変

更
は
、
支
援
者
層
に
与
え
る
影
響
も
大
き
い
と
思
う
の
で
、
早

い
段
階
か
ら
の
対
応
は
重
要
だ
と
思
う
。
逆
に
終
了
事
業
に

関
心
が
強
い
層
の
寄
付
減
少
や
退
会
が
懸
念
さ
れ
る
。
次
回

の
事
業
切
り
替
え
時
期
に
向
け
て
知
見
を
積
ん
で
お
く
こ
と

も
重
要
。

【
回
答
】事
業
の
終
了
に
あ
た
っ
て
は
、支
援
者
の
方
々
に
個
別

に
ご
連
絡
を
し
て
き
た
。
早
い
段
階
の
対
応
が
重
要
な
の
は

ご
指
摘
の
通
り
。
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
き
た
い
。

【
質
問
③
】
ビ
ジ
ョ
ン
に
あ
る
「
人
々
と
自
然
と
の
共
生
」
と
中

期
目
標
の「
自
然
資
源
の
保
全
や
管
理
」は
違
う
と
思
う
。「
自

然
＝
資
源
」と
い
う
表
現
は
も
っ
と
話
し
合
っ
て
も
ら
い
た
い
。

【
回
答
】「
人
々
と
自
然
と
の
共
生
」
は
以
前
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
引

き
継
い
だ
も
の
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で「
自
然
資
源
の
保
全
」と
し
て

い
る
の
は
、
資
源
に
手
を
付
け
ず
保
護
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

利
用
し
な
が
ら
保
全
し
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ラ
オ

ス
の
森
林
保
全
が
事
例
。

【
質
問
③ 

‐ 

２
】
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
過
去
に
「
共
生
」
と
言
っ
た
時
と
、

い
ま
の
状
況
と
で
は
深
刻
度
が
違
っ
て
い
る
。「
共
生
」と
言
い

つ
つ
、
自
然
が
資
源
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
気
に
な

る
。
住
民
が「
資
源
な
ん
だ
か
ら
我
々
が
主
体
的
に
使
い
た
い
」

と
言
っ
た
時
に
、
そ
れ
が
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
考
え
る
主
体
的
な
使
い
方

と
は
違
う
時
に
、「
そ
れ
は『
共
生
』と
は
違
う
の
で
は
な
い
か
」

と
住
民
に
言
え
る
Ｊ
Ｖ
Ｃ
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

【
回
答
】村
人
自
身
が
換
金
す
る
た
め
に
木
を
伐
採
す
る
と
い
っ

た
リ
ス
ク
は
存
在
す
る
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
村
人
と一緒
に
、
持
続
的

な
生
活
の
た
め
に
は
自
然
資
源
が
大
切
だ
と
い
う
認
識
を
共

有
し
て
い
く
、
そ
の
た
め
の
話
し
合
い
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今中期の組織目標は「他者からの介入・暴力が発生し
社会の分断が進む地域で、そこで奪われている人々の権
利と自律的な日々の暮らしの回復のための基盤をつくる」
です。本中期目標設定に当たって理事も含めたタスク
チームを設置しました。事業再編の議論を踏まえた「ミッ
ション・ビジョン・行動規範及び大切にしていること」
の見直しの内容を踏まえながら、前期（2016年～2020
年）の中期目標の振り返りを行い、過去に行った職員によ
るワークショップや客観的なデータを用いて組織の環境
分析を実施した上で素案を作り、複数回に及ぶ全職員の
会議を通じて策定しました。前目標との大きな違いは、
中心となる全体目標を設定し、やや海外事業中心であっ
た中期目標の項目を組織全体の運営にも向けたことです。
ミッション・ビジョンを見据えて、政治的・経済的分

断、資源の収奪、忘れられた紛争、占領・封鎖といった課
題に向き合い、中期的な目標を達成する方法とは。その
成果として、「地域資源についての主権が守られる」「社会
的権利の回復が促進される」「相互の違いについての認識・
理解が促進される」という交互に深く関係し重なる3つ
の成果を設定しました。また、これらの成果を支えるた
めには「組織基盤（活動・財務・人材・広報）が安定」し、
事業地の人々、ご支援者、ボランティア、関係者のみなさ
ん、そして私たち職員といった「全利害関係者が共に（何
らかの）社会の変革に向かっている」状態になってこそ目
指せるものと考えました。
加えて、事業運営、広報・ファンドレイジング、財政・

労務など管理面について、それぞれの成果の進捗段階を
確認するチェック項目・指標を設定しました。詳細は
各事業の複数年計画、年次計画で設定しています。こう
して、現在取り組むべきだと考えられる課題に対して、
JVCだからこそ役割がある活動について目標地点を明確
にし、ご関係者とのツーウェイ（二方向）のコミュニケー
ションを通してさらに有機的につながって協働していき
ます。しかし、大幅に組織の予算規模を増やすというこ
とではなく、まずは、特定の補助金に頼らず、寄付金の額・
比重を増やすことによって赤字財政状況を改善するこ
とを目指していきます。この過程においては、Plan Do 
Check Action（PDCA）として、業務の進捗確認および
評価を徹底し、方法を改善しながら進めます。
一見、抽象的にも見えるかもしれません。しかし、40

年以上に及ぶ歴史を背負い、複数分野の課題に関心を持
ち、政策提言に強いと期待される組織の目標を一文で表
現することは至難の業でした。大切にしたのは、どのよ
うな社会変革を目指し、現在の環境とリソースで、何に取
り組み達成する組織なのかという視点。過去から学びゼ
ロからの整理を経て、益々多様な国際的社会課題を前に、
今後5年間背伸びせずに、けれど着実に目標に向かう意
気込みです。

転換期の中期目標
（2021年-2025年）
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スーダン・南スーダン

パレスチナ

紛争による被災民の支援（スーダン）
／スーダン難民の支援（南スーダン）

東エルサレムの女性とガザの子どもたちへの支援

●紛争による被災民の支援（スーダン・
南コルドファン州カドグリ郡）：不就
学児童のための補習学級は、4月に約
300人が中間試験を受験し、7月末の
修了に向け継続している。また、支援
が終了した後の継続的就学に向けて、
各コミュニティにおいて、学校教員、
郡役場、保護者がそれぞれの役割や必
要なアクションについて話し合う会合
を実施した。
帰還が進んでいる地域での活動は、
菜園作りのモニタリングを継続し、生
計向上のための食品加工の研修を実施
した。55名が参加し、粉末ジュース
や菓子作りを学び、参加者の一部は村
や市場で販売して利益を得た。さら

に平和的共生を目的として、
避難民や帰還民を含む住民、
牧畜民、政府関係者、軍関係
者、一部の反政府地域の住民
など、さまざまな背景を持つ
人々が参加し、意見交換を行う3日間
の会議を開催した。武器回収の必要
性、他民族との共生にまつわるグッド
プラクティスの共有、継続している和
平交渉への提案などについて議論が行
われた。
●イーダ難民キャンプでのスーダン難
民支援（南スーダン・ユニティ）：コ
ロナのため教育活動が停止する中で、
2月から住民のイニシアチブにより始
まった子どもたちが安心して過ごせる

場の提供が10カ所に拡大し、運営さ
れている。2,213名の児童がスポー
ツ、工作、歌唱、学習などを行ってい
る。幼稚園も4月15日に再開したた
め、学用品などの支援を行った。
小学校も再開し、保護が必要な児童

の就学支援を継続している。対象児童
の多くは、紛争によって家族と生き別
れるなど複雑な家庭環境にあり、必要
に応じて家族との再会などを支援して
いる。 （小林）

●女性の生計向上とエンパワメント事
業（東エルサレム）：シルワン・アッ
トゥーリ地区の女性を対象に、研修を
実施している。4月中旬～5月中旬ま
でのラマダン（断食月）およびイード
休暇中は女性たちは家の用事で多忙と
いうこともあり、研修は休みにし、職
業訓練に必要な備品調達や今後の計画
作成などを行った。
5月中旬から研修を再開した。6月
中旬時点で、ジェンダー、セクシャル
ハラスメント、論理的・批判的思考、
コミュニケーション、リーダーシップ
の研修を合計17回実施し、延べ179
人が参加した。また、6月からは職業
訓練のうち洋裁・ファッションデザイ

ンコースが始まり、10名の
参加者が熱心に学んでいる。
●子どもの栄養失調予防と改
善支援（ガザ）：3月末をもっ
てマガジとブレイジの難民
キャンプでの3年間の活動を
終了。4月からはこの2地域ではフォ
ローアップのみ実施中で、他の2地域
では通常の活動を継続している。
5月の11日間にわたる空爆後、前
述の4つの活動地域の中で被害にあっ
た人々へ、心理ケアなどの緊急支援を
実施するための準備を行っている。
なお、停戦後の混乱の中でも裨益者

の要望に対応するため、5月末から通
常の活動である、コミュニティ施設に

おける健診や栄養不良の子どものフォ
ローアップを再開。3～6月中旬まで
に5歳以下の子ども351人の健診を
実施し、26人を低体重・貧血・くる
病のいずれかでAEIクリニックに照
会。12回実施した講習に総勢122人
が参加し、20世帯の特に脆弱な家庭
に栄養食材を配布できた。

（木村（万）,山村）

3月後半 ～ 6月前半

平和的共生を目指す会議の最中、グループワークでは白熱した議論
が続いた（南コルドファン州カドグリ） 

一瞬にして空爆で破壊された、人びとの生活

J VCは現在、10の国・地域で活動しています。
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親がいないなど厳しい家庭環境下に置かれた子ども（以下、
OVC）に対し、1村で、OVCが通う「ムペゴ子どもケアセ
ンター」との協働事業を行っている。センターは村の住民で
もある「ケアボランティア（約12人）」が運営し、約160人
のOVCが通っている。
2020年度はコロナ感染拡大の影響でセンターの閉鎖が続

いていたが、2021年4月からケアボランティアへの研修実
施が可能となった。4月28～30日、OVCたちの問題を早
期発見して対応するための「カウンセリング基礎研修」を実
施した。子どもたちの話に耳を傾けることの重要性とそこか
ら見えること、うまく言葉で伝えられない幼少の子どもたち
の状況確認の方法などを学んだ。6月9～11日には「虐待
とトラウマ研修」を実施、虐待のさまざまなパターンと対応
方法などを学んだ。いずれの研修でも、ケアボランティアだ
けはなく、保護者や地域の関係者と協力しながら対応・解決
する方法を学んでいる。
また、この間、昨年度に引き続きOVCたちの自宅での菜園

づくり研修とモニタリングを継続して実施している。（渡辺）

新型コロナウイルスの影響により計画に遅れが生じたた
め、現行プロジェクトの事業期間を今年9月まで延長して活
動に取り組んでいる。4月下旬以降、ラオス国内でコロナの
感染者数が急増したことを受けて、全国でロックダウンが行
われた（感染者数合計1,968人・2021年6月7日現在）。
この間、外出や営業、他県への移動などが制限され、スタッ
フも原則在宅勤務を余儀なくされたが、一部の活動について
は現地行政の許可を得て実施した。
2019年、2020年と続けて洪水被害を受けたピン郡3村
に対して、今季の稲作を支援するため種もみを配布した。ま
た、同3村で稲作改善を目的とした有機の防虫剤や堆肥づく
りの研修を実施したほか、深井戸の修理研修や米銀行のフォ
ローアップを行った。他方、法律研修に関わる活動として、
自然資源に対する住民の法的権利を周知する法律カレンダー
の制作に向けて、タスクチームの第1回目のオンライン会議
に参加した。これらの活動と並行して、2022年度以降の新
規プロジェクト開始を目指して調査活動や立案作業を進め
た。（岩田）

南 アフリカ ラオス

子どもケアセンターの
運営支援

農業・農村開発／土地森林
保全事業／洪水被害支援
（サワンナケート県）

●『南北コリアと日本のともだち展』：「ともだち展」は20
周年を迎え、6月4～ 6日に東京都で「第20回東京展」（本
誌17ページ参照）が開催された。会場では、「わたしがつく
る未来」をテーマにした絵画60点と共同制作「空にとどけ
るみんなのねがい」の旗373点、そして、これまでに各地か
ら寄せられた絵やメッセージ、当時のエピソードなどととも
に20年のあゆみを振り返る特別展示を行なった。この特別
展示には、来場者もじっくり観覧し、また、卒業生も懐かし
そうに見入っていた。緊急事態宣言を受けて、同時開催イベ
ントが一部変更になったが、3日間で250人が来場した。
●「東北アジア大学生平和交流プログラム」：3月28日に東
京で関東メンバーの振り返り会を対面で開催し、5人が参加
した。本来なら、学生が多様な人と交流することで気づきや
学びを得るはずだったが、新型コロナウイルス感染症の影響
で、ピョンヤン訪問はおろか、関東では「人と会う」こともで
きない1年だった。ようやく振り返り会で直接会い、あらた
めて1年を振り返り、感じていることを語り合った。（宮西）

20年度末で事業地・コンポンクダイでの活動ならびにカ
ンボジア事業を終了した。2月下旬より国内で新型コロナウ
イルスの感染拡大が続いており、大人数での会合が難しい状
態となったため、予定していた終了セレモニーを実施するこ
とはできなかったが、できる限りで事業地の住民、役人や省
庁を個別に訪問し、終了の挨拶を行った。
プロジェクト終了後も事業地からのハーブなどの出荷や

野菜の販売は住民自身の手で続いている。また、事業地出
身・在住の2人のスタッフのうち1人はこれまでのスタディ
ツアーでの文化交流の経験から小さな宿をオープンし、海外
渡航が自由になり次第、日本からのゲストを受け入れたいと
話している。もう1人はJVCの農業に関する蔵書を活用し、
ブックカフェを開業した。「JVCの活動を通じて得た知見を
地元の若い世代に還元したい」と語る。
4月以降は駐在員が、閉鎖のための行政手続きを続けてい
る。ロックダウンなどがあり予定よりも時間がかかる見込
み。40年間の活動をまとめた映像は、7月に完成予定。

（大村）

コリア カンボジア

絵画交流『南北コリアと
日本のともだち展』／
大学生平和交流プログラム

農村における
生業改善支援

有機の防虫剤は葉や砂糖水を使って
つくる

ムペゴ子どもケアセンターのボラン
ティアと研修講師たち

共同制作の作品である色とりどりの旗
が展示された会場。受付では等身大
の看板娘が来場者を出迎えた

これまでカンボジア事業を応援してく
れたすべての皆さまに、心から御礼申
し上げます
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●ナカラ回廊開発関連：アフリカ・モザンビーク北部で
2009年から実施され、JVCとして政策提言を行ってきた
ODA事業・プロサバンナについては、現地や日本の小農・
NGOが指摘してきた問題に対応がなされないまま2020年
7月に突如終了（中止）となったが、その理由や経緯は一切
知らされていない。このため、中止となったものの、この事
業から見えた課題が今後の教訓として活かされない可能性も
懸念されることから、「検証」すべき点が多々ある。これに関
連して3月下旬に開催されたNGOと外務省の定期協議会で
あるODA政策協議会で議題提案、協議した。
●ビルマ/ミャンマー：2020年5月以降「ビジネスと人権」
の観点から、日本の他団体と協力しながら、ビルマ/ミャン
マーで国軍とのつながりを持つ現地企業との提携解消を求
め、日本企業に対する働きかけを行ってきた。この流れで、
2月1日にクーデターが発生して以降も、これら諸団体との
協働のもと、さまざまな働きかけを継続している。3月25
日および6月1日には、2月に続いてウェビナーを共催。い
ずれも200～300人以上の参加があった。また、4月以降は、
日本政府と一部の日本企業に対し、援助とビジネスによる利
益が国軍に流れている疑いがあるとして、これを断つことを
求めて、呼びかけ人として街頭でのアクションを計画、実施
するとともに、関連の要請書を関係省庁に提出してきた。
4月には、JVCのホームページ内に特設ページを設けて、

情報発信を行っている。ぜひ、ご覧下さい。（渡辺）

●事務所運営：4月25日に3回目の緊急事態宣言が東京都
内で発令されたことにより、事務所での活動を大幅に縮小す
る日々が続いている。電話対応が止まり、主にメールでお問
い合わせに対応しているほか、事務所でのボランティア受け
入れを再び停止した。会員への総会資料・会報誌の発送作業
や物品支援の仕分けなどは、スタッフやアルバイト、インター
ンが手分けして行っている。
●カレンダー：2022年カレンダーの制作が始まっている。
今回は写真家の三井昌志さんが撮りためた子どもたちの笑顔
が12カ月を彩る作品となっており、タイトルは「セカイの
たからもの～私につながるあなたの笑顔～」に決定。9月に
販売開始予定。
●広報：パレスチナ・ガザ空爆に関連し、パレスチナ事業チー
ムのスタッフが各種メディアへ出演した。その他、今年も主
催・共催・登壇イベントの多くはオンラインで実施されている。
●ファンドレイジング：3月上旬に始まった「春の募金キャ
ンペーン」は現在までに約185万円が集まっている（目標
200万円）。その他、5月末にはパルシステム東京様のご支
援による物品支援の受け入れが終了し、現在集計中。多くの
方々から封筒で物品をご提供いただいた。また別集計枠とし
て、JVCに直接届いている物品支援を換金したところ、今年
度は2カ月で100万円に達している。回収率を上げるため、
今後は送付しやすい封筒を関係各所に配布し、協力を仰いで
いきたい。（並木）

調査研究 国内活動
外務省・JICAとの
政策協議／各種提言

日本国内での活動資金
調達／事務局運営など

前年度からの識字教室は、新型コロナウイルス感染症の影
響で開始が2カ月程度遅れたものの、順調に進められてきた。
4月には終了し、会計監査などを含めて6月には活動を終え、
JVCアフガニスタン事業は完了する。
現地パートナー YVOとともに活動の最終評価を実施し、

読み書きの能力が参加者の日常生活に役立ち、多くの変化を
もたらしたことを確認した。他方で、2019年にJVCから
独立したYVOの組織運営上の課題が明らかになった。それ
はYVOの独立前後にキャパシティビルディング（能力強化）
を十分にしてこなかったJVC側の問題でもあるため、今後
もJVCはYVOに一定のサポートを行っていく。
事業の立ち上げ期からの活動を元スタッフが振り返る座談
会記事を、本誌次号に掲載予定。（今井）

2021年3月末をもってイラク事業としての活動は終了し
たが、現地ではパートナー団体のINSANが「ピースヤード
（平和のひろば）」を記録した映像を編集し、7月に完成の予
定である。
JVC側では、「ピースヤード」の活動の振り返り報告書に
ついて、4月に理事会メンバーとの意見交換を行った。現地
の人々が直面していた課題の大きさに対して、JVCが活動
に投入した資金などのリソースはあまりに小さく、なぜ思い
切った投入ができなかったのかという組織の課題が浮き彫り
になった。
6月の会員総会時の「つどい」では、事業の立ち上げ期か

ら活動に関わった理事・顧問・元スタッフを招いて座談会を
行い、20年近い活動を振り返った。内容は本誌次号に掲載
予定。（今井）

アフガニスタン イラク

識字教育（ナンガルハル県） ピースヤード「平和のひろば」実施による
子どもたちの支援

制作中の2022年カレンダー表紙。ビ
ルマ／ミャンマーの女の子の笑顔がま
ぶしい

他団体と協力して、日本の援助やビジネ
スからの資金が国軍に流れないよう求
めるアクションを実施した
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自宅から１キロほどのところにあ
る共有畑の区画を借りて家庭菜園を
始めて3年目。３～４畳の猫の額ほ
どのスペースで、夏はトマトやキュ
ウリ、ナス、枝豆などを、冬は大根や
キャベツ、ニンジンなどを育ててい
る。１年目の夏は羽蟻が巣を作って
しまった。蟻からしたら、「そっち
が巣の上に畑作ったんだろ？」とい
うことかも。作物への被害はないと
はいえ、防虫ネットの中で飛び回る
たくさんの羽蟻はちょっと怖い。土
の奥深くまで続いていた巣を取り除
き、重曹と砂糖を混ぜたものを置い
たら（これを食べると蟻はお腹が膨

れて死んでしまうらしい）、蟻たちは
やっと引っ越した。
２年目に作ったニンジンは、とて

も立派にたくさん育った。嬉しくて
数本ずつ収穫して持ち帰ったり、お
裾分けしたりしていた。しかしある
日畑に行くと、少なくとも20本は
残っていたニンジンが全て掘り返さ
れて、齧った跡のついたニンジンや
食べかすが散乱していた。ネズミに
食べられたらしい。人間だって食べ
るのは結構大変な量なのに、よく全
部食べたな、と変に感心してしまっ
た。さっさと収穫してしまえばよ
かった。

他にも、鈴なりだったシシトウが、
数日後にごっそり枯れていたり（理
由は不明）、トマトやイチゴの実が数
えるほどしかつかなかったりと、こ
れまでのところ全ての作物がうまく
育ったことはまずない。先日植えた
枝豆も、ネズミに芽を食べられてし
まった。隣の区画で大きく育った枝
豆を見ながら、「隣の芝（畑）は青い」
とはこのことか、と思う。でも、自
分で植えた野菜たちの成長を見るの
も食べるのも楽しく、週末ごとにウ
キウキと自転車を飛ばして畑に向か
う。

東京事務所で時折漂う香ばしい匂
い。近所のコーヒー専門店で豆を焙
煎しているのだ。先日立寄ると「ラ
オス産コーヒー豆取扱終了」のポッ
プが。なんだか寂しくなった。
ラオス駐在中の楽しみの一つは本

格コーヒー。カンボジアやタイでは
なかなか手には入らなかった豆が首
都ヴィエンチャンではその辺のお店
に普通に並んでいた。フランス植民
時代に南部ボラヴェン高原で栽培が
始まったコーヒー生産高は世界13
位（2019年）。最近日本の大手カ
フェチェーンが素敵な包装で販売し
ている。暑い季節でも朝夕涼しい高

原ではゴザの上にコーヒー
豆が干されているのをよく
見かけた。出張中、朝の一
杯のための食堂チェックは
欠かさなかった。もともと
主流な飲み方は、東南アジ
アで広く飲まれているコンデンスミ
ルクと二層になったネルドリップの
濃いコーヒー。氷を入れると糖分補
給にちょうど良くて最高。赴任直
後にまず習得したラオス語は「コー
ヒー一杯ミルク少なめで」。
駐在中におしゃれカフェが増え、

最後の頃には「こんなところにま
で？」と思うような田舎の食堂にも

エスプレッソ・マシーンが普及して
きていた。ふと、街中の食堂で朝か
らテーブルに並ぶ二層のコーヒーと
口直しのお茶、手に新聞をもってお
しゃべりしていたおじさんたちを思
い出す。ラオスを代表しながら、換
金作物として過剰生産にならないバ
ランスをとりつつ残ってほしい味と
風景なのだ。

癒しの菜園
スーダン・南スーダン事業担当   小林 麗子

事務局長  伊藤 解子

イラスト　かじの倫子

二層のコーヒーと口直しのお茶

農家の庭先で天日干しされる
収穫したばかりのコーヒー豆
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「
力
強
さ
の
あ
る
外
交
」
が

Ｏ
Ｄ
Ａ
の
柱
に
？

外
務
省
が
説
明
し
た
２
０
２
１
年
度
Ｏ
Ｄ
Ａ
方

針
は
「
３
本
の
柱
」
か
ら
な
る
が
、
強
く
違
和
感

を
覚
え
た
の
は
、
２
本
目
の
柱
と
さ
れ
た
「
我
が

国
と
我
が
国
の
安
全
を
守
る
べ
く
『
力
強
さ
』
の

あ
る
外
交
を
推
進
す
る
」
で
あ
る
。
説
明
資
料
に

よ
れ
ば
、
こ
れ
は
「
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
の
国
際
秩

序
の
構
築
を
踏
ま
え
、
同
盟
国
・
同
志
国
と
の
協

力
を
強
化
す
る
」
も
の
で
、
二
国
間
支
援
と
し
て

「
海
上
保
安
能
力
強
化
」
や
「
法
制
度
整
備
支
援
」

な
ど
を
行
う
と
い
う
。
資
料
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

沿
岸
警
備
隊
の
写
真
が
載
っ
て
い
る
。

こ
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
方
針
を
、前
年（
２
０
２
０
年
度
）

の
も
の
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
異
様
さ
が
良
く
わ

か
る
。
前
年
度
の
説
明
資
料
に
お
け
る
方
針
の

柱
に
は
「
基
本
的
価
値
に
基
づ
い
た
国
際
秩
序
を

様
々
な
挑
戦
か
ら
守
り
続
け
る
」
と
あ
り
、
そ
こ

に
は「
海
上
保
安
能
力
強
化
」の
記
載
も
あ
る
が
、

「
民
主
主
義
の
定
着
の
た
め
の
能
力
構
築
支
援
」

「
人
づ
く
り
」「
ア
フ
リ
カ
の
平
和
と
安
定
へ
の
貢

献
」と
い
っ
た
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
、「
同
盟
国
・

友
好
国
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」
だ
け
で
な
く

「
近
隣
諸
国
と
の
外
交
の
強
化
」
と
し
て
中
国
・

ロ
シ
ア
の
名
前
も
挙
げ
ら
れ
、
多
少
は
バ
ラ
ン
ス

に
配
慮
し
た
方
針
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に

対
し
て
、「
同
盟
国
・
同
志
国
」「
力
強
さ
」
を
前

面
に
出
す
２
０
２
１
年
度
の
内
容
は
突
出
し
て
い

る
。そ

も
そ
も
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
理
念
と
は
、
政
府
が

２
０
１
５
年
に
改
定
し
た
「
開
発
協
力
大
綱
」
に

お
い
て
も
「
開
発
途
上
地
域
の
開
発
を
主
た
る
目

的
」
と
し
「
国
際
社
会
の
平
和
と
安
定
及
び
繁
栄

の
確
保
に
よ
り
一
層
積
極
的
に
貢
献
す
る
」
も
の

と
さ
れ
て
い
る
。「
我
が
国
の
安
全
を
守
る
べ
く

『
力
強
さ
』
の
あ
る
外
交
」
と
は
、
開
発
を
主
た
る

目
的
と
す
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
か
ら
の
逸
脱
で
あ
り
、「
国

際
社
会
の
平
和
と
安
定
」
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
平

和
と
安
定
を
脅
か
す
覇
権
主
義
的
な
響
き
を
持
っ

て
い
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
変
化
が
今
年
突
然
に
始

ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
も
の
確
か
だ
。
上
記
の

「
開
発
協
力
大
綱
」は
、
非
軍
事
の
開
発
協
力
と
い

う
原
則
を
掲
げ
る
一
方
で
、
民
生
目
的
や
非
軍
事

目
的
で
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ
る
相
手
国
軍
へ
の
支
援
を

初
め
て
認
め
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
過
去

の
Ｏ
Ｄ
Ａ
政
策
協
議
会
で
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
側
か
ら
批
判

や
懸
念
の
声
が
上
が
っ
た
が
、
外
務
省
は
、
非
軍

事
の
枠
組
み
を
維
持
す
る
と
い
う
回
答
に
終
始
し

て
き
た
。
実
際
に
は
「
軍
事
」「
非
軍
事
」
の
境
界

線
は
極
め
て
曖
昧
で
あ
る
。

自
衛
隊
の
支
援
と
一
体
化
、

治
安
維
持
も
支
え
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
に

こ
の
１０
年
近
く
、
安
倍
・
菅
政
権
は
「
積
極
的

平
和
主
義
」
や
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平

洋
」
を
掲
げ
、
自
衛
隊
に
よ
る
他
国
軍
の
能
力
構

築
支
援
、
防
衛
装
備
協
力
、
そ
し
て
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
組

み
合
わ
せ
て
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
を
中
心
に
同
盟

強
化
を
図
っ
て
き
た
。
特
に
「
海
上
保
安
能
力
強

化
支
援
」
に
力
を
入
れ
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
で
の
船
舶
や
資

機
材
の
支
援
を
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
に
繰
り
返
し

行
っ
て
い
る
。
供
与
国
を
見
る
だ
け
で
、
い
わ
ゆ

る
中
国
の
海
洋
進
出
へ
の
対
抗
だ
と
理
解
で
き

る
。
供
与
先
が
沿
岸
警
備
隊
な
ど
な
の
で
「
非
軍

事
」
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
が
、
海
上
警
備
に
お

け
る
沿
岸
警
備
隊
と
軍
と
の
役
割
は
切
り
離
せ
な

い
も
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
今
年
に
な
り
、
自
衛
隊

の
装
備
（
人
命
救
助
シ
ス
テ
ム
）
が
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
し

て
他
国
軍
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
に
供
与
さ
れ
る
こ
と

が
報
道
さ
れ
た
（
４
月
１８
日
付
産
経
新
聞
な
ど
）。

使
い
方
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
る
自
衛
隊
の
能
力
構

築
支
援
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
を
は
じ
め
、治
安
維
持
目
的
の「
テ

ロ
対
策
資
機
材
」（
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
な
ど
）を
Ｏ

Ｄ
Ａ
で
供
与
す
る
事
例
も
目
立
つ
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
国
軍
・
国
家
警
察
に
よ
る
市
民
へ
の
弾
圧
は
、

深
刻
な
人
権
侵
害
と
し
て
国
連
人
権
理
事
会
の
報

告
書
（
２
０
２
０
年
６
月
）
で
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
よ
う
な
軍
や
警
察
を
日
本
が
Ｏ
Ｄ
Ａ

を
通
じ
て
支
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

国
内
に
目
を
転
ず
れ
ば
、
奄
美
か
ら
沖
縄
に
か

け
て
の
南
西
諸
島
で
は
米
軍
・
自
衛
隊
の
基
地
が

相
次
い
で
設
置
あ
る
い
は
計
画
さ
れ
て
い
る
。
国

会
で
は
、
基
地
周
辺
住
民
の
監
視
な
ど
の
重
大
な

人
権
侵
害
に
つ
な
が
る
「
重
要
土
地
調
査
規
制
法

案
」
が
強
行
採
決
さ
れ
た
。
南
西
諸
島
の
そ
の
先

に
あ
る
、
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
に
対
す
る
日
本
の

同
盟
強
化
と
強
権
的
・
抑
圧
的
な
国
家
体
制
の
支

援
は
、
日
本
国
内
で
起
き
て
い
る
こ
と
と
連
動
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

今
年
度
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
政
策
協
議
会
で
は
、
こ
う
し

た
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
変
質
に
つ
い
て
何
ら
か
の
問
題
提
起

を
し
て
い
き
た
い
。

第30回

安
全
保
障
面
で
の

「
国
益
」
重
視
に
踏
み
込
む
Ｏ
Ｄ
Ａ

３
月

２２
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
断
し
て
い
た

Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
外
務
省
定
期
協
議
会
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
政
策
協
議
会
が
約
１
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
。

ビ
ル
マ
／
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
軍
へ
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
通
じ
た
日
本
の
関
与
を
は
じ
め
、

プ
ロ
サ
バ
ン
ナ
事
業
の「
終
了
」な
ど
ト
ピ
ッ
ク
が
満
載
で
、
ほ
と
ん
ど
議
論
の
時
間
は

な
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
中
で
も
、
外
務
省
が
説
明
し
た
２
０
２
１
年
度
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
方
針

（「
２
０
２
１
年
度
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
に
つ
い
て
」）の
内
容
に
は
愕
然
と
し
た
。

代
表
理
事
　
今
井 

高
樹
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2021年6月4日から6日にかけて、東京で「南北コリア
と日本のともだち展」が開催され、250人のみなさまにご来
場いただきました。
今年の絵のテーマは『わたしがつくる未来』です。例年は
各国を周り子どもたちの絵を受け取ったり、作品づくりの
ワークショップを行うのですが、今年はインターネットを通
じて各国から絵が届きました。そして今年の共同制作は『空
にとどける　みんなのねがい』です。風の馬を意味する「ル
ンタ」という旗が仏教の教えを広めるという、ヒマラヤ仏教
圏に伝わる言い伝えにあやかり、子どもたちはそれぞれの願
い事と東アジア共通の干支を描きました。
本イベント2日目には、オンラインでギャラリートークも
行われました。第1部ではゲストとして絵本作家の浜田桂子
さんに、「東アジアの平和のつくりかた」と題してお話いただ
きました。第2部ではともだち展の中心となって活動してき
た、チェ・ヘギョンさん、金聖蘭さん、筒井由紀子さんによる、
ともだち展の20年間を振り返る鼎談がありました。3日目
に行われる予定であった子ども向け交流イベントは状況に鑑
みて中止となりましたが、来場してくれた子どもたちには共
同でルンタを描いてもらいました。また、絵を描いてくれた
各国の子どもたちへのメッセージもたくさん集まりました。
私も2010年から5年連続で韓国でのワークショップに

参加し、2011年にはピョンヤンも訪れたともだち展の卒業
生です。そのため今回の東京展で、ともだち展と各国の情勢
の20年間が書かれた垂れ幕に、私とほぼ同い年のともだち
展の歴史をみて、感慨深いものがありました。
ともだち展に関わるなかで、印象に残った子どもの言葉が
あります。その男の子は会場に展示された絵を1枚1枚遠く
から眺めていくうちに、ふと、「これ、窓みたいだね」と呟き
ました。その中に垣間見える、近くて遠い隣国に住むともだ
ちの普段の生活を、絵を通して身近に感じているということ
が伝わってきた一言でした。
10年間活動に参加してきたなかでもっとも思い出深いの

は、2010年の共同制作を通して出会ったともだちと、翌年
ピョンヤンで再会したことです。そのともだちとは今も一緒
にともだち展に関わっており、今回は会場紹介の動画も一緒
に撮影しました。実はこのような再会はともだち展以外のと
ころでもありました。
私たちのこうした出会いを、さらなる「わたしがつくる未
来」の実現につなげていくことができたらと思います。私た
ちが出会いを紡いでいくことによって、いつか「絵という窓
から見たあのともだち」に会える日が必ず来るということを、
子どもたちにも伝えたいです。

ともだちと来場して、ルンタをつくる子どもたち

4/19（月） オンライン開催
映画『傍観者あるいは偶然のテロリスト』
4月の連続上映に合わせて開催されたトークイベント
に大澤が登壇。ガザの現在やJVCの活動について話
しました。

5/18（火）　 オンライン開催
2021年度上智大学グローバル教育セン
ター主催 連続セミナー「人間の安全保障と
平和構築」第2回 コロナ禍でNGOが挑む平
和構築～アフリカ、南スーダン、難民支援～
コロナ禍の中、NGOはどんな課題を抱えながら、平
和構築支援を続けているのか。今井、元スタッフの加
藤さんらが報告しました。

5/21（金）　東京・外務省前
#ミャンマー国軍の資金源を断て ストップ
ODA! ダイ・イン＠外務省前
殺害された人びとを追悼し、虐殺を止めるために国軍
のビジネスと日本の経済協力関係を直ちに断ち切る
ことを日本政府に対し強く要請しました。

5/23（日） オンライン開催
壁で分断された国をめぐり考える、パレスチ
ナ ピーススタディツアー 第3弾
100年後も、変わらない学びを～パレスチ
ナが問いかける「平和」と「未来」

6/1（火）　東京・官邸前
#ミャンマー国軍の資金源を断て
「日本政府は Act Now！」官邸前アピール
日本政府に対し、国軍のビジネスと日本の経済協力関
係を直ちに断ち切ることを強く要請しました。

6/1（火）　オンライン開催（ウェビナー）
ミャンマーのクーデター発生から4カ月
～日本政府や企業に求められる対応とは～ 
渡辺が司会として参加。これまでの日本政府の対応と
問題点について、 国連の「ビジネスと人権に関する指
導原則」の観点から検証するとともに、 その背景にあ
る「利権」の問題を取り上げ、同時に悪化する現地の状
況としてクーデター後の対立の構造や少数民族をとり
まく問題について報告しました。

6/4（金）～6日（日）  東京都千代田区
第20回 南北コリアと日本のともだち展@
東京
東アジアの子どもたちの心をつなぐ絵画展
20年にわたって各地から寄せられた子どもたちの絵
とメッセージを紹介しました。

6/18（金） 経済産業省本館、JX石油開発、三菱商事本店前
#ミャンマー国軍の資金源を断て 人権侵害
に加担しないで！ ミャンマーでのガス事業
経産省・JX石油開発・三菱商事前アクション
上記、経産省などの3者が、民主主義と自由を求めて
未来のために命をかけて闘っているビルマー/ミャン
マー市民の声に応え、具体的な措置をとり、その対応
について公に示すことを求める要請書の提出とアク
ションを行いました。

4月 ～6月

いべんと・ピックアップ！

6/4（金）～6（日）第20回 南北コリアと日本のともだち展＠東京

20周年を迎えた
“ともだち展”と未来に託す思い

2020年度KOREAこどもキャンペーンインターン　佐藤 たら

その他の主なイベント
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『
乙
嫁
語
り
』

森 

薫  

著
／
エ
ン
タ
ー
ブ
レ
イ
ン

「
松
戸
ラ
オ
ス
化
計
画
」

進
行
中
？

一
般
社
団
法
人
銀
座
環
境
会
議
代
表
理
事 

平
野 

将
人

広
報
・
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー  

並
木 

麻
衣

Ｊ
Ｖ
Ｃ
に
は
２
０
０
８
年
１０
月
か
ら

２
０
１
８
年
１
月
ま
で
勤
務
し
、
ラ
オ
ス
事

業
に
関
わ
り
ま
し
た
。
退
職
後
は
ラ
オ
ス
か

ら
帰
国
し
、
千
葉
県
松
戸
市
で
生
活
し
て
い

ま
す
。
以
前
企
業
で
働
い
て
い
た
た
め
、
Ｊ

Ｖ
Ｃ
時
代
よ
く
人
か
ら
「
な
ぜ
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
を
辞
め
た
の
か
」
と
聞
か
れ
ま
し
た
が
、

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
す
」
と
答
え
て
い
ま
し

た
。
や
っ
と
誰
も
月
給
を
く
れ
な
い
生
活
に

な
り
ま
し
た
。
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
松
戸

に
市
民
発
電
所
を
広
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

複
数
の
新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
す

が
、
記
者
は
一
様
に
「
環
境
団
体
代
表
が
本

職
？
」「
儲
か
り
ま
せ
ん
」「
で
は
困
窮
家
庭

向
け
学
習
支
援
教
室
が
収
入
源
？
」「
お
小

遣
い
程
度
は
」「
…
失
礼
で
す
が
ど
う
や
っ

て
生
活
を
？
」
と
い
う
調
子
で
し
た
。
職
業

は
あ
り
ま
せ
ん
。
環
境
活
動
、
自
治
会
、
子

ど
も
食
堂
、
学
習
支
援
…
仕
事
（
役
割
）
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ラ
オ
ス
人
は
、
家
族

や
友
人
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関
係
に
お
け

る
自
分
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
、
よ
く
職

業
と
し
て
の
仕
事
を
休
み
ま
し
た
。
そ
ん
な

彼
ら
か
ら
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
受
け
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
ラ
オ
ス
で
の
経
験
を
話
す
機

会
も
時
々
あ
り
ま
す
。
大
人
が
中
学
校
で
自

分
の
職
業
に
つ
い
て
話
す
特
別
授
業
で
、
職

人
、看
護
師
、研
究
者
な
ど
に
混
じ
っ
て
〝
社

会
活
動
家
〞
と
し
て
参
加
し
、
ラ
オ
ス
の
話

も
し
て
い
ま
す
。
少
し
前
に
、
阪
神
タ
イ

ガ
ー
ス
を
退
団
し
た
２
選
手
が
、
大
阪
の
テ

レ
ビ
番
組
で
「
阪
神
で
は
楽
し
い
思
い
出
よ

り
辛
い
思
い
出
の
方
が
多
い
」
と
い
う
問
い

に
揃
っ
て
◎
と
し
た
こ
と
が
話
題
に
な
り
ま

し
た
。
一
方
揃
っ
て
「
阪
神
に
は
感
謝
し
て

い
る
」
に
も
◎
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。
上
記

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、「
松
戸
そ
ら
ぴ
か
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
す
る
一
般
社
団
法
人
銀

座
環
境
会
議
の
社
員
は
、
私
を
は
じ
め
全
て

Ｊ
Ｖ
Ｃ
退
職
者
、
在
職
者
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
は
Ｊ
Ｖ
Ｃ
関
係
者
に
も
ご
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
逆
に
発
電
所
の
収
益
か
ら

Ｊ
Ｖ
Ｃ
へ
の
寄
付
も
し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

感
情
も
あ
り
ま
す
が
、
物
事
を
構
造
的
に
把

握
し
よ
う
と
す
る
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
視
点
は
、
私
の

考
え
方
の
基
盤
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
よ
き

仲
間
を
得
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
市

民
発
電
所
は
、
停
電
時
は
地
域
に
充
電
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
開
き
ま
す
。
困
っ
た
と

き
に
当
た
り
前
に
助
け
合
う
ラ
オ
ス
の
地
域

社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ご
存
知
の
通
り
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
事
業
は
昨
年
度
で
終
了
、
こ
れ
ま
で
現
地

事
務
所
で
働
い
て
く
れ
て
い
た
方
々
は
「
Ｙ

Ｖ
Ｏ
」
と
し
て
独
立
の
う
え
で
活
動
中
。
で

も
そ
ろ
そ
ろ「
あ
の
顔
に
会
い
た
い
な
ぁ
…
」

な
ん
て
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
？

そ
ん
な
方
々
の
た
め
に
、
今
回
は
珍
し
く

（
？
）
漫
画
作
品
の
ご
紹
介
。「
乙
嫁
語
り
」

は
森
薫
氏
に
よ
り
２
０
０
９
年
か
ら
連
載
が

続
く
漫
画
で
、
１９
世
紀
後
半
の
中
央
ア
ジ
ア

を
舞
台
に
し
た
作
品
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
１３

巻
が
出
て
お
り
、
２
０
１
０
年
は
「
全
国
書

店
員
が
選
ん
だ
お
す
す
め
コ
ミ
ッ
ク
」
２
位

に
、
２
０
１
４
年
に
は
「
マ
ン
ガ
大
賞
」
を

受
賞
。
そ
ん
な
ミ
ー
ハ
ー
な
情
報
は
ど
う
で

も
い
い
わ
い
、と
い
う
方
に
は
あ
ら
す
じ
を
。

本
作
は
特
に
カ
ス
ピ
海
付
近
の
人
々
が
主

人
公
。「
乙
嫁
（
美
し
い
お
嫁
さ
ん
の
意
）」

と
い
う
言
葉
が
示
す
通
り
、
特
に
女
性
に
焦

点
を
当
て
て
い
ま
す
。
街
に
暮
ら
す
１２
歳
の

少
年
と
夫
婦
に
な
っ
た
北
方
遊
牧
民
の
ア
ミ

ル
２０
歳
、
次
々
に
夫
を
失
い
未
亡
人
と
な
っ

た
タ
ラ
ス
、
元
気
な
双
子
の
ラ
イ
ラ
と
レ
イ

リ
、
ペ
ル
シ
ア
で
境
遇
の
違
い
を
超
え
友
情

を
育
む
ア
ニ
ス
と
シ
ー
リ
ー
ン
、
な
か
な
か

結
婚
相
手
が
決
ま
ら
ず
焦
る
パ
リ
ヤ
…
と
、

次
々
に
移
り
変
わ
る
場
所
と
主
人
公
。
文
化

も
慣
習
も
違
う
の
に
、
日
本
の
私
た
ち
が
彼

女
た
ち
の
気
持
ち
に
ス
ッ
と
共
感
で
き
て
し

ま
う
の
は
、
登
場
人
物
の
性
格
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
話
の
切
り
口
と
心
理
描
写
、
間
の

取
り
方
が
絶
妙
な
た
め
。
そ
れ
ら
を
表
現
す

る
画
力
は
壮
絶
な
描
き
込
み
と
い
え
る
ほ
ど

で
、
２
カ
月
に
１
回
の
連
載
も
頷
け
ま
す
。

当
時
の
街
や
人
々
、
自
然
、
出
来
事
一
つ
ひ

と
つ
が
愛
お
し
い
日
々
の
暮
ら
し
の
様
子
が

生
き
生
き
と
立
ち
上
が
る
中
、
筆
者
の
オ
ス

ス
メ
は
彫
刻
や
刺
繍
の
話
。
脈
々
と
受
け
継

が
れ
る
人
々
の
思
い
に
心
を
動
か
さ
れ
、
つ

い
に
自
分
も
パ
レ
ス
チ
ナ
刺
繍
に
手
を
出
し

ま
し
た
。
話
の
中
で
は
南
下
を
狙
う
ロ
シ
ア

の
影
も
ち
ら
つ
き
、
紛
争
に
人
々
が
傷
つ
く

シ
ビ
ア
な
面
も
。
時
代
と
国
境
を
超
え
、
当

時
の
人
々
の
等
身
大
を
教
え
て
く
れ
る
貴
重

な
作
品
で
す
。

そ
う
そ
う
、
冒
頭
の
「
あ
の
顔
に
会
い
た

い
」。
３
巻
９５
ペ
ー
ジ
辺
り
か
ら
出
て
く
る

市
場
の
軍
人
さ
ん
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
事
業

で
活
躍
さ
れ
て
い
た
サ
ビ
ル
ラ
さ
ん
に
そ
っ

く
り
で
す
！ 

モ
デ
ル
な
の
か
と
言
い
た
い

ほ
ど
。
で
す
が
軍
人
さ
ん
が
帽
子
を
脱
ぐ
と

頭
髪
が
な
い
の
で
（
軍
人
仕
様
？
）、
最
近

髪
を
気
に
さ
れ
て
い
る
ご
本
人
に
は
未
だ
絵

を
送
れ
ず
に
い
ま
す
。
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無 指 定 13 ,982 ,266
カ ン ボ ジ ア 2,972 ,232
ラ オ ス 1,900 ,849
南 ア フリカ 101 ,407
ア フ ガ ニ スタン 912 ,755
イラ ク 23 ,500
スーダン／南スーダン 829 ,050
パレスチナ 1,952 ,464
コリア 61 ,000
み ど り 一 本 107 ,000
東 京 管 理 20 ,000
調 査 研 究 42 ,407

募 金 集 計
募金にご協力ありがとうございます。

JVCの活動は、皆さまの募金によって支えられています。

JVCへの募金は、税制優遇措置を受けることができます。

編 集 後 記
“外国人技能実習生”。実際には多くが、少子高齢化で人手不足
となった産業や地域を支える。オリンピックも復興も、彼らな
しには成り立たない。ベトナム人を筆頭に、その数は40万人
超。10～30代が95％を占め、女性も全体の半数近くを占める。
妊娠や出産があっても当然の年齢層だが、これを「不都合」だ
として強制的に帰国、または中絶させられる例が後を絶たない。
実際に妊娠や出産を理由に実習を中断する人は、分かっている
だけで2日に1人以上。その多くが帰国していると考えられる。
もし日本で出産しても、子どもの在留資格は認められない。こ
れが日本の“国際貢献”。（き）

指 定 先  期間（3～ 5月）

※本表に「季節の募金（夏/冬/春）」も含みます。

円合 　 計 2 2 , 9 0 4 , 9 3 0

「春の募金」報告

1,906,829  円

2021年「春の募金」にご協力いただき、ありがとうございました！

258件

3 月 3 日  ～  6 月 3 0 日

※指定寄付／無指定寄付すべてを含みます

2021年度
お願い 感想をお寄せください
11ページの中期目標でも触れたように、JVCでは今後、
会員・支援者の皆さまとの双方向的なつながりを一層強
め、求められる社会の要請に対して協働していきたいと
考えております。

本誌に関しても、小さな記事から特集の内容までどのよう
なことでも結構ですので、メールかお手紙にてご意見・ご
感想などをお寄せください。今後の紙面つくりから活動ま
で、広く参考にさせていただきます。

送り先は裏表紙の下方にあります。何とぞ宜しくお願い
申し上げます。

今年度、東京事務所ではふたりのインターンを受け入れてい
ます。新型コロナウイルスの影響で年間を通じてテレワーク
になる可能性もあったため、募集人数を減らさざるを得ません
でした。例年になく人数は少ないですが、両名とも着々と業
務を身に着けています。今後みなさんにお会いすることもある
かと思いますので、何とぞ宜しくお願い致します。  

ホームページインターン

窪田 葉那

収益事業インターン

池内 梨紗

大学ではスペイン語を専攻しています。
国際協力に興味を持ったきっかけは、大
学の授業や海外へのスタディーツアーに
参加したことです。趣味は旅行で、いつ
かウユニ塩湖に行きたいです。

幼い頃から興味のあった国際協力に本格
的に関わりたいと思い、インターンに挑戦
しました。中学生から陸上を続けており、
フルマラソンの経験もあります。今は二
度目の完走が目標です。

東京事務所インターン

お 詫 びと訂 正
本誌前号（T&E 345号）の12ページの上の写真のキャプショ
ンに、「エルサレム市」とあったのは、正しくは「テルアビブ」で
した。また、同下の写真のキャプションに「著者」とあるのは「山
村現地駐在員」でした。訂正してお詫びいたします。
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日本国際ボランティアセンター（J a p a n  I n t e r n a t i o n a l  V o l u n -
t e e r  C e n t e r）は、1 9 8 0年2月、タイのバンコクで誕生した市民に
よる国際協力団体です。J V Cの活動目的は、国際社会のなかで、社
会的、精神的、物理的に困難な立場を強いられているアジアやアフリ
カ・中東の人びとに協力すると同時に、地球環境を守る新しい生き方
と人間関係をつくり出そうということにあります。そのため私たち
は、自らの意志でJ V Cに参加し、活動を継続してきました。J V Cはボ
ランティアという言葉を、「自発的意志をもって、責任ある行動をと
る」という意味で団体名として使っています。

NGOJVC @ngo_jvc @ngo_jvc

活動内容をご紹介する説明会を開催しています。
お申し込みはウェブサイトからお願いします。

JVC東京事務所,  オンライン
［会  場］

参加費無料

J V C では 会 員を募 集して います

会 員 数（ 7月 1日現在 ） 合 計 8 1 3 名（ 正 会 員 4 6 9 名  賛 助 会 員 3 4 4 名 ）

一般会員
学生会員
団体会員

それぞれに
正会員と賛助会員があります。

10,000円
5,000円

30,000円

会員は総会に出席し、 J V Cの方針などを決定するほ
か、情報・資料の入手、各種の活動・報告会・学習
会などへ参加することができます。会員の方にはこの
会報誌を年 4回と、年次報告書をお届けします。
入会のお申し込みや会員の方の住所変更などは、会員
担当の横山まで。

J V C のオリエンテーションにご 参 加ください

yokoyama@ngo-jvc.netメールアドレス

https://www .ngo-jvc .net/ info@ngo-jvc .netウェブサイト メールアドレス

ティロ・アマ―ラ地区にて補習校に参加する子どもたち。
「将来のために、子どもには教育を受け続けてほしい」と
保護者たちに見守られながら、毎日勉強を続ける（スーダン）

特定非営利活動法人


